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太陽観測（1924年明分）

（Observatien　of　Sun－spots）

三　澤　勝衛

（by　K．　Misawa）
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備 考

　1第1群【工太陽の東測北緯37－8度附近（：あり先月末の績き
3・、大斜面なろ晶群な俘ふ、第2群1工太陽の東端北緯25。附
　S近に濃厚なる．白鼠75ef￥ひ本日出現黒黒占な俘1工ざる白紋東

。
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第一群本日中央子午線通過

野南の高緯度にありたり
一a

o

構雛贈饗矯縮編舗灘なる鯨蠣
・｛諜総譜翻糖葉無籍無漏〔謬驚紋lolt

3廉難朧譲髄幾自簸轡羅顯籍しく高
3　白癬に西．．．第1群及東ell第四第五群　園にあり
　昨日までの第一群本日匡西端に於て白川のみ♂なる6日，K
　直轄の黒錦鯉中央：子午線附近にて溝ぐし本日見えす小黒
　黒甜。ケよりなる群子午線東方赤1首附近に突獲

2　第1群ほ餅網な俘ひ西端：こあり輩蜀白紋も亦西端

　昨日までの第．群本日li西端に題し自紋のみ亡なる10日
3
1
1

　中帯の群甚しく獲黄し本日中央子午線通漕第2群も本日
　　中央子午線通過

1灘鷺縷謡講羅議翻
0　（槻測看洞西君）

　曇後送
　白叢雨2it何れも西端に近き黒黙群の園に1つば箪i蜀にて
　
｛

　西端にあり

鶴靡駄駄黒囎譜謡舞鶴無熱乱丁鷲
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　白青ぱ西端黒講本の團こ（観』N者河西£）1
　白蜜東端昨日までの黒酒群本日ほ西端に濡して見えすl
l
｛

　黒鮎群中第一群ば北の低緯度東端近く白扇な律ひ昨日の
　白紋より蛮達ぜるもの第二群ぱ中央子午線西方北緯37一
　δ．附近1に突獲
　凹凹ば第一群の圃にあり

　鋏槻測

　映親測

O
1
3
3
2
2
1

　　黒鮎群中央子午線近く北緯37－8。附近に資見22日までの｛黒鮎群何れも途中にて清失し本日ば見えす
軍蜀白紋東端北緯20附近にあり

｛磐暢酷鮒車蹄錯黙爵鷲舗驚藷繋
｛鵬轟島1朧鱗隅耀東唄u第糊の囲にあ
自紋ば目黒山群の園にあり

｛艦翻爲端㈱までの筋群の纈1陳端本噺こ

｛欄謝好午鞭過・醐工西端昨日蠣き（観
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｛灘難解鱗躍躍纈継囎
2　凡て昨日の績きく観測者同上）

3　白紋に各黒黙群の匡に（観測者同上、
　白日匡各黒黙群の爾にあり1日突獲の群本口に潰失して
　
｛
5　見えす2大黒黙よリ成ろ群東端北緯150－6。邊1に出現（魏

　測者河西君）
3　昨日の響き（襯測者同上）

鯉までの第一榊日晒覇晃して見えす（翻糊
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第一一群昨日申央子午線通過の筈（M測者同上）

（槻測者同上）

　昨日までの第二群中央子午線附近にて浴失し本日に見え
　す昨日突獲の第三群も泊失軍濁白紋lti高害度真ッば西方
　にあり
　3小黒黙よりなる純白紋4件ひ西端南緯：15。一6。遽iに突獲
　白油1匡西端第一黒黙群の幽に軍濁白紋2の中1ツば1に高
　緯度1は西方
2　背紋lt何れも黒熱群の園にあり
　昨日までの第一群本日匡西端に没して見えず白級1P匡
4
1
（

　西端黒鉱群の圃に軍旗自‘3個の中1ツに東顔胆ジぱ西側1
　　ツロ北の高緯度にあり
　昨日迄の黒月群西に没し新黒目群東端北10。漫に出現す

　　白紋ば群の園にあり

　昨日の融き

0
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21

｛詔灘議継瑠鷺糊騰1磐醐立白

雲准透して襯測　：爲に小黒黒占及白紋U不明

黒瓢本日中央子午線通過（大黒羅占1個俄に滑失せるぱ注意｛すべし）

2
1
－
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・

　昨日までの黒黒占lt西方に浸し2新曲黙群中延1群ば東豊北il｛

　緯10度附近に突嚢第2群に東端南緯10度附近に出現

1鱒俄に第蜘講2群嘱こ

0陣礫層帥央子午罐聯一の大黒黒占甚だ大

際燭白紋1工何れも東方に

騨魁黒黒占3小黒年占蹴再現獺鰍備美

i讐の小隅黙清失　三紋1ツに群の圃に1ツに西方端に

凡て昨目の轟き・

自紋に黒田群の國に

本月も一mal：北宇球の治動優勢なり、而て南牛球に現にれ7二るものより壽命短く永績ぜす
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12個よりなる黒黙約に昨日中央子午線通過のもの

槻測K河西慶彦氏

第2の大黒黙1個よりなる群本日中央子午線通過

無紋は醤西方黒旗群の園にあり

雨

白日1に西端黒黒占群の園に1に東方にあり大規摸

8月命日中央子午線通過のもの本日西端に汲し4小黒鮎よ｛
りなる1群西方爾の高緯度1：捕獲

　　　　　　　
白紋に西端黒黙群の園にあり但し小規模

　白馬何れも西ltt711突獲のもの、園に1に箪濁に但し西21．｛

　端ノく黒鮎の園（：（1なし

　3小黒黙よりなる1群本日東側に突獲自説匡何れも西端1．e，1（

　1工昨日迄の黒日群の後身取昨日の附き3日中央子午線通
　過のもの本日　ii西端に澱す

2　白紋匡西方小黒黙群の後身　・1［t東方南の高緯度

　雨
2　白紋1ば東方　1ば西方

　曇Io口話獲の黒黒壁織出口申央子午線通過め筈

　雨
1　白紋it東方濃厚

1　白蝋ば東方昨日の績．き

1　白紋ぱ東方

。
．

1

1

o

4小黒黒占よりなる］群本日東方に獲生す昨日の白点より攣｛
化ぜろもの自紋の1に西端黒川群の園にあり

耀出好午纈のも躰日晒端【こ伸し鰍のhS

雨

白紋は東方低緯度にあり大規模

曇19日獲生の黒黙群本日中央子午線通過の筈

1大黒鮎本日東方低緯度に出現

・灘灘構欝晒二八の糊こ突嚢醐煉方

0　昨口突嚢の黒黙群本日消失

　曇
　大黒黙な有する群東方低緯度に出現　外に3黒見回中央・
｛　子午線附近及西方北の中緯度にそれぞれ突畿23日申央子
　午線遁過のもの臼紋のみミなろ
　　　　　　　　　〔昨日寒嚢の中2黒黒占群lt本口消失　白紋1ば東方　lit西2
　i方何れも黒黙群の園にあり

2　白紋1工昨日の績き

太陽面の活動中々優i盛なり但し本月も衙短命なる黒黒占群出現す
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三

白紋に國まれ字こる黒黙劇1ば東端坦西端幽くに獲見

何れ，も昨日の績き

曇後雨

雨

雨

曇後輩

雨

1大黒累占群南の高緯度に獲見本日申央子午線通過

昨日第2群のもの爾側に於て本日消失

昨目第1群のもの本日に西端に澱しなし、白紋ば東端
白．艪ﾉ西方黒子群の園にあり（襯測者河西君）

白煮何れも西方1（t黒一群の園に（灘測者同上）

新黒蹴群白紋に園まれ東端北の申緯度に出現

白紋ば東西黒黙群の園にあり

雨

暢郷置舗麟あり9日中好午鞭【磯見のも

ig－g．＋i：：：，t　1　3n

2十1＝・3

2十1＝3
1十1，．，，o．

　　凡て昨日の牽きF
　　雨1－1
一
　　曇L
　　雨

　　芸

9　雲の望め観測不充分
　　1小黒粘群第1群のsp・s後方に嚢見自紋に間まれナこる1小
2　黒黙群東端北の中緯度に獲見白紋の1は西端黒瀦群の薗

1、論難纒再辮習観雛霧撚朱宥窪占

i灘鱗二品端鴇辮・紋中他・咲
　　∫14日墨縄の薪黒黙群本口に西端に没．し白紋のみビなる自L

t

　／紋1つ［ll東端黒黙群の園にあり第1群本日申央子午線通過

p　　雨

　　白紋ば西端1

　　白紋i工西端1

　　曇

太陽の活動先月S大差なけれこも黒鮎翫現黙の北孚部に偏し7こるに注意すべし
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　曇後爾

・騒蕪纒灘調弁旨鰻舜｛こあ棚纏
・鷹1出盛慈顔蝿號雛窪霧2陳方
　色素1に西方2に東方にあり

∩
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り
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D
l
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1

白蝋西方にあり

雪

白紋1［＝工束2i／西1こ

白鳥ぽ昨口の妬き

二二群本日午出子CI）　rp　s東方に突獲・白紋西方昨日の績

き新付歯群白紋奄俘ひ東端に出現

・麟響魏孟鼠壁黙認1鞍嚢のも躰日
1　高温に第二黒棚群の國に

・｛辮謙高慮蘇簾灘近北の繭糠

・｛難翻牒欝本日散鰍11煉方1晒方各

　曇り

　≒16日申央子午線通過のもの本日に西端に於て白紗のみビ
2｛なる・初の群本日中功子午線遁過・白紋D他の1it東端
　の雨高緯度に，大黒鮎何れも甚大

・｛灘響占騨翫舗纒までの鰍よ幌
　昨日細引のもの本日北冥・（槻測者河君）

　第2群本日中央子午線通過

自照は西方の黒部群の園にあり

・昨の綾き

白紋匡各黒肝心の園にあり

昨日までの第1群本日ば西端に没す

曇園山

太陽本月（t後雫に於て甚だしく活動し蘇に大黒黙及白紋ば近時稀に見る大規模なるもの

なりき


